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Moonshot AI「Kimi K3」の技術的特徴とオー
プンウェイト化の展望 

Gemini 3.1 pro 
1. 序論：AI開発競争における新たな特異点の可能性 
2026年7月16日、中国・北京を拠点とするAIスタートアップ企業Moonshot AI（月之暗面）は、次世代
の大規模言語モデル（LLM）「Kimi K3」を発表した1。この発表は、世界のテクノロジー産業およびAI
開発のエコシステムにおいて、重要な転換点となる可能性がある。 
Moonshot AIの公式発表によれば、Kimi K3はパラメータ数が2.8兆（2.8T）に達し、モデルの内部構
造（ウェイト）が公開される予定の「オープンウェイトモデル」としては最大級の規模を誇る2。これま

で、最先端の知能を持つ「フロンティアモデル」の領域は、米国のOpenAI（GPT-5.6シリーズ）や
Anthropic（Claude Fable 5など）といったプロプライエタリ（非公開）な研究所によって牽引されてき
た。しかし、Moonshot AIが公表した一部のコーディングや自律エージェントのベンチマークにおい
て、K3はこれらの米国製最上位モデルを上回る、あるいは匹敵する性能を示したと主張されている2

。 
K3の発表と前後して半導体関連株が下落し、一部報道では安価な中国製モデルの台頭に対する警
戒が下落要因の一つとして指摘された4。ただし、同時期のマクロ経済・政策・企業決算要因も考慮

する必要があり、下落全体をK3の発表だけに帰属させることはできない4。 
本報告書は、このKimi K3の技術的アーキテクチャの公表仕様、米国製フロンティアモデルとの暫定
的な性能比較、コスト構造、安全性に関する透明性の課題、および米国の輸出管理政策と交差する

地政学的インプリケーションについて、現時点で確認できる情報に基づく網羅的な分析を行うもので

ある。 

2. Kimi K3の技術的アーキテクチャ：計算効率の最適化 
Kimi K3の設計は、ハードウェアの制約下において、計算リソースの利用効率を高めるための独自の
アーキテクチャを採用しているとされている。 
2.1. 2.8TパラメータとStable LatentMoEフレームワーク 
「Kimi AI」はMoonshot AIが提供するサービス全体の呼称であり、「Kimi K3」はその中核となる最新
の基盤モデルを指す1。 
公式発表によれば、Kimi K3の総パラメータ数は2.8兆（2.8T）である3。この巨大なパラメータを運用す

るために、K3は高度な「Mixture of Experts（MoE：専門家の混合）」アーキテクチャを採用している。 
Kimi K3に実装されている「Stable LatentMoE」フレームワークは、スパース（疎）性を高く設定してい
る。全896のエキスパートのうち、各トークンで16のみを選択してアクティブ化することで、総パラメー
タ数に比べて1トークン当たりの演算量を抑えられる設計となっている3。ただし、全ウェイトの保存容

量そのものが16/896になるわけではなく、分散推論環境ではエキスパートの配置やノード間通信量



が実際の性能やシステム要件を大きく左右することに留意が必要である7。Moonshot AIの公式デー
タによれば、この設計により前世代のK2と比較して約2.5倍の総合的なスケーリング効率の向上を達
成したとされる3。 
2.2. KDA（Kimi Delta Attention）による長文脈処理 
Kimi K3は、最大104万8,576トークン（約100万トークン）のコンテキストウィンドウをネイティブにサ
ポートしている3。この長文情報を処理するために、K3は「Kimi Delta Attention（KDA）」と呼ばれるハ
イブリッド線形アテンション機構を採用している3。KDAは、改良された「Gated DeltaNet」を用いて、
細粒度ゲーティングで固定サイズの再帰メモリを管理する3。 
KDA層（線形アテンション）とフルアテンション（通常の自己注意）層は「3:1」の割合で交互に配置され
ている3。KDA層ではシーケンス長に対する計算量を線形に近づけられる。一方、通常のフルアテン
ション層が一定割合で残る場合、モデル全体の厳密な漸近計算量はなお二次項を含む。したがっ

て、「完全な線形計算量」というよりも、「標準的な全層フルアテンションモデルと比較して長文処理コ

ストを大幅に削減する設計」と評価するのが適切である3。 
2.3. その他の最適化手法 
さらに、Kimi K3はモデルの深さ（レイヤー数）が増加するにつれて情報のルーティングが劣化する問
題に対処するため、「Attention Residuals（AttnRes）」と呼ばれる層間で注意の情報を残存させる残
差設計を導入している3。また、アテンションの選択性を高める「Gated MLA」機構などの最適化が組
み込まれているとされる1。 
 



 
 

3. ベンチマーク分析：米国モデルとの暫定比較 
Kimi K3の性能について、独立評価機関によるスコアと開発元による自己申告値の両面から分析を
行う。 
3.1. 独立評価機関によるスコアリングと立ち位置 
独立したAI評価機関である「Artificial Analysis Intelligence Index」において、Kimi K3はインテリジェ
ンス指数（推論、知識、コーディング能力の複合スコア）で「57点」を記録した11。これは評価対象と

なった189のモデル中で第4位に相当する11。つまり、当該ランキングの対象モデルと評価方法の範

囲においては、K3は世界のトップクラス（フロンティアレベル）に位置づけられる11。 



比較対象となるOpenAIのGPT-5.6シリーズは、最上位の「Sol」、バランス型の「Terra」、高速・低価
格型の「Luna」から構成されており、「Sol」は実装、監査、操作後の自己検品、長時間タスクでの焦
点維持に強みを持つ12。一方、Anthropicの「Claude Fable 5」は、より曖昧な仕事の要件定義や、複
雑な計画立案、高度な概念整理、および創造性に強みを持つモデルとして位置づけられている12。 
3.2. 自己申告に基づくエージェントおよびコーディング能力 
Moonshot AIが公表した自社測定数値によれば、K3は複数のベンチマークで米国製モデルをわず
かに上回った。 Moonshot AIの公表値では、コーディングベンチマークの「Program Bench」でK3が
77.8%となり、比較対象のGPT-5.6 Sol（77.6%）およびClaude Fable 5（76.8%）をわずかに上回った3。

ただし、差は小さく、評価条件（プロンプトやツール環境など）や統計的有意性が第三者によって確認

されていないため、実質的に同等圏とみるのが妥当である11。 
自律型エージェントとしてのタスクにおいても、以下の自己申告スコアが公表されている3。 

●​ BrowseComp（Webブラウジング）: Kimi K3は91.2を獲得（GPT-5.6 Sol: 90.4、Claude Fable 
5: 88.0） 

●​ Automation Bench: 30.8 
●​ SpreadsheetBench 2: 34.8 

3.3. 課題：最高難度の推論と生成速度 
一方で、K3には明確な制約が存在することも確認されている。 最も困難なエージェントコーディング
指標である「DeepSWE」において、Kimi K3の公表スコアは67.5にとどまり、GPT-5.6 Sol（73.0）や
Claude Fable 5（70.0）を下回っている11。また、難問ベンチマークである「HLE-Full」においては
43.5%を記録し、Claude Fable 5の53.3%に対して差をつけられている3。Moonshot社自身も、最も
困難なタスクにおいては、依然としてプロプライエタリなリーダーモデルに及ばないことを認めている3

。 
生成速度と応答性も課題である。Artificial Analysisの測定によれば、Kimi K3の出力速度は約62
トークン/秒であり、同価格帯のモデルの中央値（72.7トークン/秒）を下回っている11。また、初回トーク

ンまでの時間（TTFT）は約2秒となっている11。したがって、K3はレイテンシーに敏感なインタラクティブ
ツールよりも、非同期のバッチ処理や自律エージェント作業に適していると評価されている11。 
 



 
 



4. 実世界タスクにおける自律エージェント能力の事例 
公表されたベンチマークに加え、Moonshot AIや第三者の研究者によって、Kimi K3の自律的なワー
クフロー能力を示す事例が報告されている。これらは有用なケーススタディであるが、完全な再現性

や失敗回数等が確認されていない点には留意が必要である。 
4.1. ソフトウェアエンジニアリングにおける自律作業 
独立系AIリサーチャーのTheo Browne氏は、自身の古い「ping.gg」アプリケーションをモダンなス
タックに移植するプロジェクトにおいて、K3を使用し122のサブタスクを完了させたと報告している14。

同氏によれば、モデルがブラウザを開いて認証トークンを誤って消費した際にもクラッシュせず、「開

始したものはすべて強制終了されました…」というログを残して自己修正を図ったとされる14。 
またMoonshot AIの公式ブログによれば、K3は隔離されたサンドボックス環境内で最大24時間の自
律作業テストを実施し、独自のGPUカーネルのプロファイリングやベンチマーク測定を行った3。チッ

プ設計の概念実証（PoC）においても、オープンソースのEDAツールを使用して48時間の自律実行で
ナノモデル用チップ（面積4平方ミリメートル、100MHz駆動シミュレーション）を設計したと主張されて
いる3。 
4.2. 計算宇宙物理学における自律研究ワークフロー 
学術研究の自動化事例として、計算宇宙物理学分野における「I-Love-Q普遍的関係」の再現ワーク
フローが挙げられている3。公式発表によれば、K3は2時間で20本以上の学術論文を相互検証し、状
態方程式（EoS）の300以上のモデルを評価したとされる3。 Moonshot AIの公式ブログで公開された
EoSモデルと検証結果の一部は以下の通りである。 

EoSカテゴリー モデル 最大TOV質量 
(MTOV​) 

備考 (安定点数・質
量下限等) 

Quark Models MIT(B=60) 
 

31 安定点 

 modMIT(

) 

 
30 安定点 (質量下

限 
, 3つの低質量点を除
外) 

 NJL-RKH(

) 
 

50 安定点 

 CFL(

) 

 
30 安定点 



 SQM3 
 

32 安定点 (質量下限 

, 3
つの低質量点を除

外) 

Hadronic Models SLy4 
 

23 安定点 (質量下限 

, 
14の低質量点を除
外) 

 AP4 
 

24 安定点 (質量下

限 
, 14の低質量点を除
外) 

 MS1 
 

24 安定点 (質量下

限 
, 11の低質量点を除
外) 

 GS1 
 

27 安定点 (質量下限 

, 1
つの低質量点を除

外) 

 GNH3 
 

25 安定点 (質量下

限 
, 12の低質量点を除
外) 

これらの事例は、K3が長文脈と推論能力を組み合わせて自律的なワークフローを遂行できる可能
性を示している。 

5. API仕様とコスト構造 
Kimi K3は、性能に加えてそのAPI価格の設定が注目されている。 



5.1. 利用料金と実質コストの試算 

Kimi K3のAPI利用料金は、100万トークンあたり入力が 15.00に設定されている1

。前世代のK2.6（入力 4.00）からは値上げとなっているものの、世界のフロンティアモ
デル市場においては比較的安価に設定されている1。 

モデル名 入力価格 (100万
トークン) 

出力価格 (100万
トークン) 

備考 

Kimi K3 $3.00 $15.00 Opus 4.8と比較して
約40%安価 

Claude Opus 4.8 $5.00 $25.00 基準価格 
(Anthropic前世代最
上位) 

GPT-5.6 Sol $5.00 $30.00 K3の出力費用の2倍 

Anthropicの前世代の最上位モデルであるClaude Opus 4.8と比較すると、入力・出力ともに単価は
約40%安い1。ただし、入力と出力の比率によって実タスクの総額が変わるため、単純比較には留保

が必要である。さらに、API呼び出しにおけるキャッシュのヒット率や、K3が「常に推論努力（Thinking
）を最大化して動作する」仕様により出力トークン数が多くなる傾向がある点も、実際の運用コストに

影響を与える1。 
5.2. API統合と制御仕様 
Kimi Codeの公式APIドキュメントによれば、提供される主なモデルIDは、旗艦モデルのk3、成熟した
コーディングモデルのkimi-for-coding、そしてスループットを改善したkimi-for-coding-highspeed
である3。 K3のAPIの特徴として、システムは常に「Thinking（推論努力）」を有効化して動作する。API
におけるreasoning_effortパラメータは現在maxに固定されている3。モデルや推論エフォートのレベ

ルをセッション途中で切り替えると、自動構築されていたコンテキストキャッシュが無効化され、再プ

レフィルによるトークン消費のオーバーヘッドが発生するため、同一タスク内での一貫したモデル利

用が推奨されている3。 

6. 安全性とデータプライバシーの課題 
Moonshot AIは2026年7月27日にモデルウェイトを修正MITライセンスで公開する予定だと発表して
いる3。ただし、本稿執筆時点では公開前であり、実際に配布されるファイルの範囲、ライセンス条

件、再配布・商用利用の可否は未確認である4。また、学習データや学習コードまで公開されるかは

別問題であり、本稿では厳密には「オープンソース」ではなく「オープンウェイト」と表記する。 
このオープンウェイト戦略は、開発者に自由度をもたらす一方で、安全性とデータプライバシーに関



する懸念を提起している。 
6.1. 安全性に関する透明性の不足 
本稿執筆時点で確認できる公開資料の範囲では、Kimi K3のシステムカード、安全評価、脅威モデ
ル、レッドチーミング結果、CBRN（化学・生物・放射性物質・核）やサイバー能力評価に関する情報が
十分ではない14。 前述のTheo Browne氏がクラウド製品のセキュリティ監査を依頼した際、K3は脆
弱性を突いたレポートを生成したと報告されている14。これは防衛的な観点では有益であるが、悪用

リスクも内包している。したがって、K3に安全対策が一切存在しないと断定するのではなく、安全性
に関する透明性が不足していると評価するのが妥当である14。ガードレールを変更可能な高性能モ

デルが一般公開された場合、業界全体として新たなセキュリティインフラの構築が求められる可能性

がある14。 
6.2. データ主権とエンタープライズ導入への障壁 
クラウドAPI経由での利用において、データ主権に関する懸念が存在する。Kimi K3の開発元である
Moonshot AIは中国企業であり、トラフィックのルーティング先について懸念を抱く企業も少なくない5

。 企業導入において、公式プライバシーポリシーやデータ処理契約に基づくデータ保存地域、ログ保
持期間、越境移転条項がどうなっているかの精査が必要不可欠である5。今後、ウェイトが公開さ

れ、企業が米国内のクラウドやオンプレミス環境にモデルを適切にデプロイできるようになれば、こ

のデータ主権の懸念は部分的に解消される可能性がある14。 

7. 地政学的要因：米国の輸出管理とその影響 
Kimi K3の開発は、米国の半導体およびAI輸出管理政策の動向と密接に関連している。 
7.1. 輸出管理体制（Tier制）の現状 
米国の輸出管理は、仕向地をTier（階層）に分ける枠組みを採用している16。トランプ政権下におい

て、この枠組みの修正や執行強化が行われている16。 
 

輸出管理階層 (Tier) 対象国・地域の例 規制の適用状況の概要 

Tier 1 (制限なし) 米国、英国、日本など同盟国 AIチップ調達に対する数量制
限はないが、エンドユー

ザー・用途規則などは依然と

して適用される。 

Tier 2 (数量制限) 中東、東南アジア、ラテンアメ

リカなど 
一定の数量上限があり、これ

を超える調達にはVEUステー
タスの取得が必要となる。ト

ランプ政権下で中東向けの

一部制限が緩和された16。 

Tier 3 (禁止対象) 中国、ロシアなど TPP（総合処理性能）しきい値



を満たす先進GPU（H100等）
の特別許可なしの輸出が禁

止されている。2025年には
H20などの機能制限チップへ
のライセンス要求も強化され

た16。 

米国政府は、中国経由の迂回輸出を阻止するため、同盟国（日本やオランダなど）に対しても半導

体製造装置の輸出規制強化に同調するよう求めている18。 
7.2. 規制が与える影響と米国内の議論 
K3が報告どおりの性能を達成している場合、ハードウェアの輸出規制だけでは中国の高性能モデル
開発を完全に停止できないことを示唆している。中国企業は、入手可能な機能制限版チップ（H20な
ど）を使用し、MoEやKDAのようなアーキテクチャの工夫によって計算リソースの制約を補っていると
みられる7。ただし、米国の輸出規制が中国の開発コストの増大、学習期間の長期化、およびチップ

供給量に与えた影響まで否定するものではない16。 
一方、米国内では厳しい規制環境が自国のイノベーションを阻害しているという声もある。デイビッ

ド・サックス氏らは、既存の巨大AI企業が規制（AI版FINRAなどの構想）を推進することは、後発企業
の参入障壁を高くする「はしご外し（規制捕捉）」につながるリスクがあると警告している4。サックス氏

は、監視・審査の範囲をCBRNやサイバー攻撃といった壊滅的リスクのみに限定し、新興企業も参加
できる自主規制の枠組みを提唱している20。 

8. 結論：継続的な検証と今後の展望 
Kimi K3が公式発表どおりの規模、性能、長文処理能力を持ち、さらに予定されている条件でウェイト
が公開されるなら、フロンティア級AIをめぐる競争に大きな影響を与える可能性がある。特に、長時
間のコーディングやツール利用を伴うエージェントタスク、価格性能比、そして将来的なローカル運用

の選択肢は、開発者や企業にとって注目に値する。 
一方、現時点では公表ベンチマークの第三者による再現性、詳細な安全評価、学習データ、実際の

推論インフラの要件、正式なライセンス条件、およびクラウドAPI利用時のデータ処理地域など、確
認・検証すべき事項が多く残されている。また、半導体市場の下落や輸出規制の有効性をK3の発表
だけで説明することも適切ではない。 
したがって、K3を米国製モデルに対する決定的な転換点と断定するのではなく、一次資料と独立評
価の蓄積を待ちながら、その技術的・経済的影響を継続的に検証していくことが求められる。 
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